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6｡日本のクロム鉱床

日本各地には小競模ながら超苦鉄質岩類カミ散在して

いる.ク回ム鉱床はこれらの岩石に伴われて北海道

脊梁地域(神居古潭帯)と中国地方脊梁地域(鳥取･岡山

県境三都帯)の2ケ所に偏在して分布している(第24図).

これらの鉱床のほとんどはすべてはボディフォｰムタイ

プに属する.例外的に小規模な漂砂タイプの鉱床(砂ク目

ユ{0E

ム鉱床)が北海道北部の河床堆積物中に存在し一部は

かつて採掘されたことがある.クロム鉱床は1910年代

にまず鳥取･岡山地区で次いで同じ1910年代に北海道

で採掘カミ始まり生産量は順調に増加し1961年には全国

の精鉱生産量は70,OOOトンを記録した.それ以後のクロ

ム産出量は漸減し1964年には北海道からの生産が途絶

えた.最近では鳥取｡岡山地区より26,O00トン(1980

年)の精鉱カミ生産されている.
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日本のク回ム鉱床の分布.
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第24表精鉱産出量による日本のクロム鉱床の規模の比較(1915～1986)

���鉱床名(クロム精鉱産出量:単位1,000トン)��

構造帯�地方��･1･･l1･…1･�1O〉≧5合計�

神居古潭�北海道��八田(99)�岩美(7)�300

���日東(67)�糠平(7)�

���新目東(41)�式沙内(5)�

���八幡(21)�右左府(5)�

���三井千呂露(10)��

三波川�四国･関東��1赤石(･･)��36

三郡�中国�広瀬(260)�高瀬(71)�稲積(5)�612

��若松(206)�日野上(53)��

�その他��I��21

�計����

�■■■���｣.1…�

1915年から1980年までの日本のクロム総生産量は949

×1000トンで内訳は北海道より30万トン鳥取･岡山

地区からは61万トンで両地区の生産量は全国総生産量の

94形を占めている.現在鳥取･岡山地区の3鉱山を除

くとほとんどのクロム鉱山が閉山Lているため過去の

精鉱産生量から鉱床規模を推定することにする.総精

鉱産出量は第24表のようになる.すたわち10万トン

海
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本θ

広島
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岡山
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以上の大鉱床は三都帯(鳥取･岡山地区)の広瀬･若松の

両鉱床だけであるが1万トソｰ10万トンの中規模の鉱

床は北海道神居古潭帯に5鉱床中国地方三都帯に2

鉱床四国三波川帯に1鉱床が存在する.

採掘跡からこれらの鉱床の産状を復元するとそれ

ぞれの鉱床の各鉱体はある曲面上に分布し層準揚制を

うけている点で産状に共通性が認られる.L
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第25図鳥取

匿菱ヨホルンフエルスE;コ花南岩

肇……ヨ石灰岩屋嚢ヨ蛇紋岩

E:〕石英毅岩面クロム鉱床

岡山県のク回ム鉱床の分布(番場1963)

かし鉱石の化学組成は三都帯と神居古潭帯のも

のとで異なり前者は高アルミナ質後者は高

クロム質とたっている.

鳥取･岡山地区の鉱床

クロム鉱床は比較的層状構造の発達したハル

ツバｰシャイト･ダナイト岩体(ほとんど蛇紋

岩に変っている)中のダナイト層中に存在して

いる.ボディフォｰムタイプの鉱床ではある

が鉱体はある特定の層準に濃集する傾向を示し

ている.若松鉱床は見掛げ上最下位のダナイ

ト層に広瀬鉱床および日野上･稲積鉱床はそ

れよりも上位のダナイト層中に存在する(第26

図).鉱体のほとんどは母岩の層状構造に

調和したレンズ状または板状で大きさが100m

x50mX10m程度の鉱体が広瀬鉱床で10個目

野上･稲積鉱床で7個ほど知られている.若

松7号鉱体の形態は周囲の鉱体と異たり半円

筒状で長さ190m幅80m最大の厚さ30mで

この地区の鉱体申で最も大きいものの1つであ

る.この地区の鉱体および周囲の母岩は多

数の細粒斑糠岩質不揚則岩体に貫入されてい

地質ニュｰス400号�
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る.この地区の鉱床はおもに塊状鉱と斑状鉱とからたり

鉱体中のクロマイトの直径は5mm前後で超苦鉄質岩

のクロマイト粒よりも大きい.鉱石の化学組成は第

25表に示されたようにCr203含量は27-37形と低い

カミA1.03(23-30形)とMgO(18-23%)含有量は高い

値を示すことが特徴である.鉱石は耐火物用として使

茅)れている.

北海道地区

北海道のクロム鉱床は南北に走る神屠古潭帯のうち

南側に分布する鵡川･沙流川(むかわ･さるがわ)岩体に

集中している.

この地域の構造はニセウ川を中心とする1つのべ一

スソと沙流川中流を中心とする1つのドｰム構造から

たっている.超苦鉄質岩はこれらのべ一スソとドｰム

を囲むように東西に帯状に分布している(第27図).

この超苦鉄質岩の西半分が鵡川岩体東半分が沙流川岩

体と呼ばれている.両岩体とも蛇紋岩化が著しいが

原岩の大部分はダナイトとハルツバｰシャイトで一部

にウェｰライトも伴われる.鵡川岩体には八田目

東新高八幡岩美鉱床が沙流川岩体には新目東

岡春部右左府糠平鉱床カミそれぞれ分布している.

沙流川岩体の詳細た地質図によれば(加藤1978:新井

1987年12月号

第26図鳥取県多里地域のク回ム

鉱床の産状(平野S,1978)

A広瀬一猫山超苦鉄質岩体

1｡若松鉱山7号鉱体:2.広

瀬鉱山西鉱体群:3.広瀬鉱山

東鉱体群

B稲積山超苦鉄質岩体

1.大江鉱床:2.日野上鉱床

3.稲積鉱床

田･加藤1978)沙流川岩体はさらに西側ユニットと東

側ユニットに区別されている.西側ユニットは厚さ

1,500mで主にダナイトハルツバｰシャイトを原岩

とする蛇紋岩からなりウエｰライトや斑欄岩層を欠い

て玄武岩質火山岩と直接接している.岩相区分図と

鉱床位置図から判断すると右左府岡春部新目東の

各鉱床はハルツバｰシャイト･ダナイト帯に存在Lそ

の西南延長にあたる東都日東八田も同様な層準に位

置している.これに対し糠平鉱床は東側ユニット

の岩体のキュムレｰト組織を持つ単斜輝岩の北側に位置

しておりキュムレｰトダナイト中に存在すると考えら

れる.糠平鉱床周辺の超苦鉄質岩の構造は走向カミ東

西で北に傾斜をしておりキュムレｰト岩はその南縁

に沿って見掛げ上最下位に分布しているので東側ユ

ニットの少なくとも一部は逆転しているらしい(この推

定と異なる新しい見解が加藤･中川1986によって提案され

ている.彼らによれば西方向への衝上運動によってより東

側の超苦鉄質岩はより深部の未分化相を表わしているとされて

いる)｡糠平鉱床の鉱石の化学組成は鉄に富むことを特

徴としておりクロマイト鉱床に近接して磁鉄鉱鉱床も

発見されている.北海道のクロム鉱床は最近の散発

的採掘(富内鉱山1982-1984)を除くと1961年までにす

べて閉山されているが2,3のクロム鉱床について次

に記述する.�
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<八田鉱床>1927年に発見され1943年までに約

15万トンの鉱石が採掘された中観模鉱床である.

鉱床の採掘跡は東西200m南北100m厚さ40

-60mの広がりを持ちこの内に10数個の富鉱体

(それぞれ長さ10-20m幅10血厚さ2m)があっ

た.個六の鉱体の方向は不規則であるが全体と

Lてみるとほぼ水平た厚いレンズ形をしている.

鉱石は綾密塊状で網状にクロム柘榴石を伴う.成

分はCr･0341形でこの地域では低品位である.

<日東鉱床>八田鉱床の北東1㎞に位置する.

1917年に開発され1960年に閉山された.採掘跡か

ら判断すると南北300m東西70m厚さ30mの

広がりの中に3,000～5,000トン程度の20個ほどの鉱

体が存在したと考えられる.これらの鉱体は300

㎜程度の波長を祷っ摺曲面上に分布している.鉱

石はほとんどが塊状鉱で品位はCr.Oa50%以上

である.

<新目東>沙流川岩体中にあり1931年開発され

1944年に閉山.南北100m東西200m厚さ平均

0.5mの板状鉱体が南北性断層(西側落とし)により

階段状に3つの鉱体に分けられている.鉱石は主

に塊状鉱で品位は高くCr.0350-55形である.

代表的た鉱石の化学成分が第25表に示されている

が一般に神居古潭帯南部の鉱石はCr203含量カミ高

く金属用に供されている.

7.今後の問題点

クロマイト鉱石の生産量を長期的に見るとボデ

ィフォｰム型クロム鉱の占める割合は漸減Lてい

る.それは既知のボディフォｰム型クロム鉱床が

採掘され鉱量が潤渇していくためで探鉱による新

鉱床の発見が非常に困難であるという理由によ

る.層状タイプの鉱床は一般に厚さが薄いとい

う採鉱上不利た点があるが探鉱が容易であるとい

う利点がありかつ埋蔵鉱量も大きい.したがっ

てボディフォｰム型の鉱床に対する画期的た探鉱法

が開発されたい限り層状タイプの鉱床の重要性が

今後とも増加してゆくであろう.

層状タイフ鉱床の鉱石は高鉄･クロム鉱石およ

び高クロム鉱石でボディフォｰムタイプの一部に

見られる高アルミナ鉱石は産出したい.そこで

ボディフォｰム型クロム鉱石の産出量の低下に伴い

地質ニュｰス400号�
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鰻クロム鉱床

第27図北海道神居古潭帯南都のク目ム鉱床の分布(番場1957).

耐蝕性耐熱性カミ高アルミナ質クロマイト同様にすぐれ

ている合成スピネルが耐火材用として実用化されるで

あろう.

日本のクロム資源の将来については埋蔵鉱量の潤渇

により厳しい状況とたっている.前述したように

かつて2大生産地であった北海道南部地区と鳥取･岡山

県境地区のクロム鉱床は共にボディフォｰム型であり

困難な探鉱条件にもかかわらずボｰリング調査等によ

る埋蔵量確保に大きな努力が私われてきた.しかしな

がら北海道地区では鉱量の不足により1961年を最後

に同地区のクロム鉱山はすべて閉山された(富内鉱山

の散発的採掘1981-1984を除く).

鳥取･岡山県境地区には最近まで広瀬若松高瀬

の3鉱山が存在したがこのうちかつて最大の精鉱産

出量を記録してきた広瀬鉱山の生産量は年炎低下しつ

いに1986年7月に高瀬鉱山とともに閉山された.その

最大原因はやはり埋蔵鉱量の枯渇であった.

1987年12月号

ク回マイトは高濃度にク目ムを含むこととその濃

集状感から唯一のク胃ム資源として活用されてきた.

またクロマイトは採掘主対象鉱物として採掘されてき

ており選鉱副産物精練副産物の対象として取り上げ

られたことはかってなかった.おそらくこの傾向は

埋蔵鉱量が圧倒的に欠きた層状タイプの鉱床カミ活用でき

るうちは変わらないであろう.したがってボディフ

ォｰムタイプを主とする日本のク厚ム資源の場合国内

未利用低品位鉱の活用に至る可能性は低い.
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